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する．施工温度は 8.6℃，-16.0 および-22.3℃の 3 種類，板厚は 9mm，16mm および 25mm の 3 種類である．





















試験体の概要を表 1 に，形状を図 1 に示す．施工
条件は表 2，母材の素材試験より得られた機械的性
質は表 3 である． 
試験体に用いる鋼材は SS400 平鋼とし，平鋼は












引張試験は JIS B 1198(頭付きスタッド)による引
張試験に準拠し，試験体の A1~A3 を引張試験片と
して試験を行う．A4~A5 はビッカース硬さ試験（以
下，硬さ試験）用とし，図 1-1 から図 2 のように加
工した後，図 3 に示すように試験を行う．硬さ試験
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𝑝𝑝 × 𝑐𝑐 + 𝑊𝑊 × (𝑓𝑓 − 𝑐𝑐)
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図 2 ビッカース硬さ 
試験用試験片 
表 1 試験体名と施工温度、試験方法 表 2 施工条件 
表 3 母材の機械的性質 




























1 　-16℃　-16.3℃ 83.1% 16℃ 1250A
2 8.6℃ 8.9℃ 76.0% 10℃ 1250A













FB9 9.09 283.54 266.70 430.97 65.79 31.34
FB16 16.12 269.47 256.85 415.51 64.85 32.38














































厚 25mm 中央部，16mm の端部では最高硬さ 350Hv
を超えていた．最高硬さと表 3 に示す母材の引張強
さ σuの関係を図 10 に示す．ビッカース硬さの最高
値 Hvmax と母材の炭素当量 Ceq の関係を図 11 に
示す．炭素当量は，(1)式により算出し，ミルシート
に記載された化学的成分を用いた．なお，Ni，Cr，
Mo，V の記載がないためこれらの値は 0 として算
出したため，実際には，より大きな値となると考え
られる． 































































































































-16 ℃ 8.6 ℃ -22.3 ℃(A4)-22.3 ℃(A5)
 図 9 端部と中央部の最高硬さ 図 10 最高硬さと最高引張強さ 図 11 最高硬さと炭素当量  
  
写真 1 引張試験 


















8.6 ℃ -16 ℃ -22.3 ℃
-3-
 
図 12 クラック発生時曲げ角度と母材板厚 
  
図 13 クラック発生時曲げ角度と炭素当量 
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